
福祉哲学と倫理

[講義]　第４学年　前期　選択　2単位

《担当者名》宮野　晃一郎（非）miyanoko16@gmail.com

【概　要】

この講義では、社会福祉学の基礎を哲学・倫理学の立場から学ぶ。そのために現代社会における個人と社会との関係について、

優生学、障害学、利己主義、功利主義、社会契約説等について検討し、誰もが生きづらさを抱えている現代社会において人が幸

福に生きるとはどういうことかについて考える。

【学修目標】

①福祉の哲学的・倫理学的基盤を理解する。

②社会の成員にとって幸福とは何か、自由とは何かということを検討し自分なりの考えを身につける。

③現代社会における生きづらさの問題について他人事ではなく自分の身に引きつけて考える。

【学修内容】

回 テーマ 授業内容および学修課題 担当者

１ ガイダンス 哲学と倫理学の意義を理解する。 宮野

２ 優生学について 優生学の展開と問題点について学び、現代社会の「内

なる優生思想」について考える。

宮野

３ 障害学について 障害学の理念と意義について学び、生きづらさを抱え

ることのない社会の構築について考える。

宮野

４ フーコーの生権力論 フーコーの生権力論をとおして優生学・人種主義の成

立した背景を理解する。

宮野

５ フーコーの精神医学批判 フーコー『狂気の歴史』をとおして現代の精神保健医

療の問題を検討する。

宮野

６ セクシュアリティの問題 フーコー『性の歴史Ⅰ』をとおしてセクシュアリティ

が個人的であると同時に社会的な問題であることを理

解する。

宮野

７ ホッブズの自己保存と欲望 ホッブズの社会契約説を概観し、利己主義と自由との

関係について考える。

宮野

８ ロックの所有と統治 ロックの社会契約説を概観し、私的所有権と自由との

関係について考える。

宮野

９ ルソーの自由と自律 ルソーの社会契約説を概観し、自由と自律および個人

的利益と一般的利益との関係について考える。

宮野

１０ スミスの共感と「見えざる手」 スミスの共感に基づく道徳観と経済的自由との関係に

ついて考える。

宮野

１１ マルクスの労働と疎外 マルクスの剰余価値論をとおして労働と疎外との関係

について考える。

宮野

１２ カントの義務論と人間の尊厳 カントの倫理学を概観し、自由で自律した人格の責任

と人間の尊厳との関係について考える。

宮野

１３ ベンサムの「最大多数と最大幸福」 ベンサムの量的功利主義を概観し、多数派の利益の反

映による少数派の不利益や監視社会の問題について考

える。

宮野

１４ J・S・ミルの自由論 J・S・ミルの質的功利主義を概観し、自由の原則と多

様性の原則について考える。

宮野

１５ まとめ 講義全体のまとめ 宮野

【授業実施形態】

面接授業

※授業実施形態は、各学部（研究科）、学校の授業実施方針による

【評価方法】

各回のミニレポート（60%）および期末レポート（40%）で評価する。



ミニレポートについて、次回の講義で主な内容と質問を紹介し参加者全員で共有する。

【教科書】

使用せず、適宜資料を配付する。

【参考書】
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【備考】

この科目は、教職課程（公民）では、教科に関する科目の「哲学、倫理学、宗教学、心理学」に該当する。

【学修の準備】

・事前に前回の講義内容について復習すること（復習2時間）。

・事後にミニレポートを作成すること（予習2時間）。

【ディプロマ・ポリシー(学位授与方針)との関連】

DP2： 福祉専門職に必要な知識・技術を修得し、健康や生活に関する問題に対して、適切かつ柔軟に判断し解決できる学術的・

実践的能力を身につけている。

DP1： 人間の生命および個人の尊重を基本とする高い倫理観と豊かな人間性を身につけている。


